
【講演記録】

学生が見た上海

—中国現地インターンシップを通して—

愛知大学現代中国学部 年生 岡本 大空
（ 年 月 日、岡崎市図書館交流プラザ ホール）

現代中国学部 4 年生の岡本大空と申します。

本日は、よろしくお願いします。

私は、去年の 8 月の 2 週間、上海へ現地イ

ンターンシップに行きました。今日は、その

時の上海で体験したことをお話しさせていた

だきます。

最初に私のプロフィールを紹介します。岡

本大空です。名は「おおぞら」と書いて「そ

ら」と読みます。1996 年生まれの 22 歳です。

今は大学 4 年、卒論を書かなければいけない

ので大変です。出身は愛知県の一宮市です。

小学校、中学校と軟式野球をやり、高校は陸

上部でした。大学ではボランティア部に入っ

ていました。趣味は、料理と中国旅行、それ

とキャップを集めることです。

今日は、インターンシップについて、最初

に概要を、次にそこで気付いたこと、最後に

まとめるという順に進めていきます。

まず、現地インターンシップの概要をお話

しさせていただきます。これは現代中国学部

特有のプログラムで、大学 3 年生の時に 2 週

間、北京と上海に進出している日系企業で研

修を行うというものです。

実習に入る前に研修を受けます。社会人と

してのマナー、例えば名刺交換やメールのや

りとりの仕方を教えてもらいます。それから、

上海で 2 週間の実習をしました。

その報告会が 12 月にあります。100 人ぐら

いの方に来ていただくので、みんなで協力し

て準備をし、何回もリハーサルをしてやり遂
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げました。その後の大宴会が現地インターン

シップの醍醐味です。お客さんや先生方をお

招きして一緒に楽しむのです。

今年の研修期間は 8 月 2 日から 16 日まで

でした。ぼくの研修先はオーエスジー様でし

た。豊川に本社がある工業用刃物のメーカー

です。中国語では「欧士机」(Ōushìjī)というの

ですが、そこで研修をさせていただきました。

上海のオフィスでの研修内容というのは、基

本は営業に同行することで、資料作りもしま

した。

次は研修中に気付いたことをお話ししてい

きます。

私が最初に気付いたのは、中国人と日本人

は生活も何もかもまったく違うということで

す。例えば、ジェスチャーというか、手を振

って謙遜するとか、そういうことを中国人は

しません。謙遜する時に、女性が顔を隠すこ

とはありますが、男性はまずしません。ほか

にも開けた扉を次に通る人のために手で支え

るということもありません。

そうした中に、日本人っぽい中国人がいる

ということをお話ししていきたいと思います。

一番印象に残っているのは、そうした日本人

のような中国人というのは確認を怠らないと

いうことです。

私は日本と中国のビジネスに関するゼミナ

ールをとっているのですが、中国とビジネス

を進める際には、中国側の確認不足によるミ

スがあることを学んでいました。先ほどの野

口さんのお話にも出てきたようなトラブルが

あるということです。

そのように勉強していたので、現地インタ

ーンシップに参加して、日本人のような中国

人に接したときには、ものすごくギャップを

感じました。私のことを担当してくれた中国

の方はとてもしっかりされていて、スーツを

びしっと着こなし、仕事の確認を怠ることな

どありませんでした。日本人の上司の方は、

彼のことを現地採用の中国人とは違って、と

てもしっかりしていると高く評価していまし

た。どうして中国人なのに日本人のようなの

かというと、彼に営業の仕事を教えたのが日

本人だったからです。

日本人のような中国人はもう 1 人いました。

この方は、日本に 2 年ほど留学したことがあ

るそうです。その 2 年の間に日本の文化をし

っかりと理解して、それが仕事を進めるに際

して確認を怠らないというところまでつなが

っているというのは、すごいことだと思いま

した。

日本人の上司と中国人の現地採用社員が衝

突することがあるのですけど、きちんと中国

人に説明や教育をしていないという日本側に

も問題があるのかもしれません。しっかりと

日本のことを伝えていないから、日本のやり

方を分かってもらえないのです。しっかりと

教育することで、中国はこうするところを、

日本ではこのようにするのだとお互いに認識

することが大事なのだと思いました。

中国は、日本よりもレスポンスの速さが求

められます。取引先に出向いて商品を売り込

む時もそうです。もちろん、日本でもレスポ

ンスの速さは要求されるのですが、中国では

その速さが桁違いなのです。上海のオーエス

ジーにいた日本人の方が、中国の意志決定の

速さは日本の比ではないとおっしゃっていま

した。例えば、非正規製品の商談をしていて、

「私では製品の細かいことについて分からな

いので、一度、社に持ち帰り検討させていた

だきます」

と先延ばしにすると、その時点でだめにな

ってしまということもあるそうです。その辺

りをしっかり理解することが大事なのです。

その場で臨機応変に対応してビジネスチャン

スを逃さないというのが中国のやり方だと思

うので、現地インターンシップで、そこを理

解できたことがよかったです。将来、ぼくは

中国で働きたいので、ものすごく勉強になり

ました。

続いて中国での生活について気付いたこと

をお話しします。
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今、中国、特に上海でとても流行っている

飲み物があります。紅茶にクリームチーズを

入れたドリンクです。これがとてもおいしい。

人気が出すぎて、これを買うのに 2 時間ぐら

い並ぶことがあるほどです。上海に行かれた

ら、ぜひ、試してみてください。

グルメに関することでは、日本で焼きショ

ーロンポーと呼んでいるものも人気がありま

す。普通のショーロンポーより皮が厚く、ま

るでパンのような生地です。焼き肉まんとい

った方がイメージしやすいでしょうか。おい

しいのですが、そのまま口に入れたら絶対に

やけどしてしまいますから、必ず割って肉汁

を出しから食べた方がよいです。

観光スポットでは、みなさんもご存じの外

灘があります。浦東の高層ビル群も壮観です

が、租界時代の重厚な建物が 300 メートルほ

ど立ち並ぶ様子は荘厳です。

ほかには田子坊という路地があります。迷

路のような街におしゃれなカフェやレストラ

ン、雑貨屋が並んでいます。今風にいえば、

「インスタ映え」する場所です。

観光といえば、上海にはディズニーランド

があります。しかし、これはかなり汚いです。

東京ディズニーランドに行ったことがある方

は、その汚さにショックを受けてしまうので

はないでしょうか。パレードが終わった後な

どゴミが散乱してひどいものでした。これは

上海の人というより、田舎から出てきたマナ

ーを知らない人に原因があるようです。

日常生活で気付いたことには、シェア産業

に関することがあります。中国はシェア自転

車に代表されるシェア産業というのが盛んに

なってきています。日本にも進出し始めてい

るので目が離せないものです。シェア自転車

の次に出てきたのが、シェア傘です。駅構内

に設置されていて、スマホに専用アプリを入

れ、それで QR コードを読み取って傘を使う

のです。料金は 1 元とか 2 元とかです。24 時

間以内に返却しないと買い取りということに

なってしまいます。

このシェア産業などはその典型といえるの

ですが、中国で生活をしていて痛感するのは、

電子決済が広く普及しているということです。

屋台でも電子決済できてしまうことには驚か

されました。

生活上でほかに印象に残ったことは、地下

鉄があります。行かれたことがある方はご存

じだと思いますが、中国では地下鉄に乗る時

にも手荷物検査があります。ただ、上海では

形骸化しており、検査機がほとんど使われて

いない状態です。検査する人は警察官ではあ

りませんから、

「荷物を置いてください、検査します」

と呼びかけても、乗客は無視して素通りし

て行ってしまうのです。このように上海では

もう意味がない感じになっているのですが、

南京に行った友人の話では、まだしっかり検

査をしているそうですから、地域によってか

なり違うのでしょう。私は、上海の状態の方

が進んでいるようにと思えました。

もう一つ驚かされたことがあります。中国

というのは、外食した時、ゲストの立場の人

が料理を食べ残すという習慣があります。ゲ

ストはお皿に料理を少し残し、それによって

食べきれないほどご馳走していただいたとい

う感謝の気持ちをホストに表すのです。もし、

料理を平らげてしまうと、まだ満腹ではない、

もっと食べたいという意志表示になってしま

います。そういう習慣があるはずなのに、上

海の地元の小さな料理屋さん入ったら、壁に

「食べる分だけ注文しましょう」と書かれた
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掲示があったのです。そこには「食べ残しは

やめましょう。余ったものは持ち帰りましょ

う」とも書いてありました。今でも中国では

食事を残す方が普通なのですが、上海の人た

ちはそうした習慣を変えようとしているので

す。これには本当に驚きました。

そろそろ、まとめに入りたいと思います。

ビジネスでは、日本流の働き方を理解し、

確認を怠らない仕事をする中国人がいました。

日本人っぽい中国人です。それに中国現地ス

タッフの中国流のレスポンスの速さを合わせ

ることによって、日本企業は独自のビジネス

を中国で展開できるのではないかと考えてい

ます。

生活面では、中国独自のルールや習慣がグ

ローバル化していくことによって、中国自体

が世界をけん引していく力を強めていくので

はないかと感じています。

だから、中国からは一時も目が離せない。

それが、私の今日のまとめです。

これで今日の発表を終わらせていただきま

す。ご清聴ありがとうございました。

質疑応答

質問：中国のグローバル化とおっしゃいまし

たが、これは逆のいい方をすると、世界の方

が中国化されているということのではないで

しょうか。世界を中国化するという意識が中

国人にはあると私は思うのですが、その辺り

はどのようにお考えでしょうか。

岡本：私が接してきた中国人は、同世代や若

い方が多かったのですが、彼らには世界を中

国化しようというような雰囲気はありません

でした。少なくとも、私にはそのようには見

えませんでした。

彼らは皆、海外に興味を持っていて、日本

人だけではなく、いろいろな国の人と交流し

たがっていました。営業同行の時も、欧米の

企業の方とのお付き合いがありましたが、中

国人スタッフはとても友好的に接していまし

た。

もちろん、中国がグローバル化するといっ

ても、伝統の中で根付いている習慣がありま

すし、きちんとした教育を受けられない人も

多いですから、一朝一夕というわけにはいか

ないと思います。ただ、たしかにそういう方

向にあると思いました。
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